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適正な予算執行や効率的な事業運営が行われているか
●決算審査特別委員会を設置
　　　～総額113億円の決算を審議！
●平成28年９月定例会
　◇台風7号・11号災害復旧費に1億4,240万円
●平成28年８月臨時会
　◇合宿来町費用助成関連補助金に80万円
委員会レポート

町政を問う！!　 ～９月定例会～
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14
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大 空 町 検 索

【一般質問：2名の議員が登壇】

平成28年（2016年）11月15日発行 42号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年９月 定例会

☆上地史隆議員
　○台風災害について　ほか１件
☆原本哲己議員
　○昨今の異常気象による災害・
　　被災農地の復旧・維持について

両常任委員会で所管事務調査を実施！
「町民の声」宮下 久枝さ　　んより

９月25日ジェットラインさわやかマラソン大会
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　９月12日から13日まで開催した第３回定例会に
おいて、平成27年度の決算審査は、特別委員会を設
置して審査することとし、松田信行議員が委員長に、
齋藤宏司議員が副委員長に選出されました。
　10月21日には、決算審査特別委員会を開催し、
平成27年度の予算執行及び事業運営を審議しました。
　すべて原案のとおり認定し、12月定例会において
委員長から報告を行います。

平成27年度の
決算を認定

平成27年度大空町一般会計・特別会計決算額及び実質収支
会　　計　　名 27年度予算額 歳入決算額 歳出決算額 実質収支

一 般 会 計 87億5,166万円 86億2,034万円 84億2,199万円 1億3,358万円

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業
特 別 会 計 13億8,034万円 13億8,140万円 13億7,830万円 311万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 1億781万円 1億728万円 1億727万円 1万円

介護保険事業勘定
特 別 会 計 7億3,385万円 7億3,421万円 7億1,529万円 1,892万円

介護サービス事業勘定
特 別 会 計 798万円 935万円 777万円 158万円

簡易水道事業特別会計 3億2,419万円 3億2,501万円 3億1,854万円 647万円

下水道事業特別会計 3億4,601万円 3億4,606万円 3億3,962万円 643万円

個別排水処理事業
特 別 会 計 2,872万円 2,877万円 2,771万円 107万円

各　会　計　　合　計 116億8,056万円 115億5,243万円 113億1,649万円 1億7,117万円

総務費 6億7.467万円（8.0％）

土木費 10億1,384万円（12.0％）
消防費 3億6,524万円（4.3％）

公債費（借入金返済）
　　　13億3,584万円（15.9％）

災害復旧費 1億4,747万円（1.8％）

職員給与費 10億7,122万円（12,7％）

教育費 10億7,104万円（12.7％）

商工費 1億7,153万円（2.0％）

労働費 11万円（0.0％）

農林水産費 8億5,732万円（10.2％）

衛生費 5億5,438万円（6.6％）

民生費 10億9,515万円（13.0％）
国や道の補助金
　12億7,478万円（14.7％）

その他の交付金など
　4億1,386万円（4.8％）

町債（借入金）
　10億3,135万円（12.0％）

地方交付税
　41億9,345万円（48.7％）

使用料・繰越金など
　7億4,367万円（8.6％）

町民税・固定資産税など
　9億6,323万円（11.2％）

議会費 6,417万円（0.8％）

合計  84億2,199万円

支出 収入

合計  86億2,034万円

自主財源 19.8%

依
存

財
源

　80.2%
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適正な予算執行や効率的な　事業運営が行われているか

～各会計　総額113億円の事業取組みはどうだったか～

平
成
27
年
度
決
算

てき せい よ さん しっ こう こう りつ てき じ ぎょう うん えい おこな

松田 信行委員長 齋藤 宏司副委員長

　平成27年度の一般会計と特別会計
を合算した決算額は、歳入は115億
5,243万円、歳出は113億1,649万円で、
形式収支は２億3,594万円の黒字とな
りました。
　一般会計の歳入では、町税が前年
と比較して498万円の減となってお
り、主に町民税が増加し、固定資産
税が減少しています。歳出では、補
助費の増などもあり、前年と比較し
て増となっています。

　※千円以下、小数点第三位以下を四捨五入して表記しています。
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地
方
交
付
税
（
41
億
9
3
4
5
万
円
）

　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
減

額
率
か
、
ま
た
国
勢
調
査
の
人
口
減
の
影
響
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
空
町
は
約
1
0
0
0
万
円
で
、
△
０

・
３
％
の
減
額
率
で
す
。
国
勢
調
査
等
に
よ
る
人
口
は
、
平

成
22
年
度
人
口
で
の
算
定
の
た
め
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

備
荒
資
金
組
合
超
過
納
付
金
返
還
金
（
1
4
9
万
円
）

　
　
　
　
　
　
こ
の
返
還
金
に
つ
い
て
、
普
通
納
付
金
の
返

還
金
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
備
荒
資
金
組
合
の
返
還
金
に
係
る
普
通

納
付
金
・
超
過
納
付
金
に
つ
い
て
は
配
分
金
と
い
う
形
で
利

息
が
付
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
備
荒
資
金
組
合
の
中
で
、

町
で
納
付
し
て
い
る
納
付
金
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

【
歳　
出
】

元
気
づ
く
り
応
援
事
業
補
助
金
（
1
9
2
万
円
）

　
　
　
　
　
　
件
数
11
件
の
う
ち
被
災
地
支
援
が
１
件
と
残

り
10
件
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
主
に
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
、
輝
農

祭
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
自
治
会
で
の
記
念
誌
発
行
、
女
満
別
龍

舞
隊
の
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
推
進
事
業
（
38
万
円
）

　
　
　
　
　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
５
、
0
0
0
枚
は
ど
の

☆ 

一 

般 

会 

計 

☆

【
歳　
入
】

品
田
委
員

藤
田
総
務
課
長

品
田
委
員

藤
田
総
務
課
長

上
地
委
員

林
総
務
課
参
事

上
地
委
員

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
状
況
を
見
る
と
、
前
年
度
に
比
べ
、

歳
入
は
７
・
９
％　
６
億
2
8
7
5
万
円

の
増
、
歳
出
は
７
・
２
％　
５
億
6
2
2

5
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

黒
字
で
あ
る
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
等
の
計
数
に
つ
い
て
は
昨

年
度
よ
り
も
好
転
が
見
ら
れ
、
長
期
計
画

に
基
づ
い
た
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
は
合
併
特
例
期
間
の
段
階
的
終
了
で
減

少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
が
必
要

で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
効
率
的
な
経
費
負

担
を
図
る
と
と
も
に
、
求
め
ら
れ
る
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

町
民
と
と
も
に
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

監  査  委  員  の  意  見

代表監査委員
近　藤　克　郎 氏

平成27年度の決算における財政指標
項　　目 説　　　　明 平成27年度 平成26年度

財政力指数
（３か年度平均）

自治体の財政力上の能力を示す指数。１に近いほど財政
力が強いと判断される。

0.239 0.238

経 常 収 支 比 率
経常的に支払わなければならない経費に、経常的に収入
できる財源を使っている割合。町の財政の柔軟性を示す
指数。７０％以内が望ましいとされる。

81.6％ 85.1％

実質公債費比率
自治体の借入金の返済額の大きさを、その自治体の財政
規模に対する割合で表したもの。

11.9％ 13.1％

将 来 負 担 比 率
借入金（地方債）など、現在抱えている負債の大きさを、
その自治体の財政規模に対する割合で表したもの。

―　 ―　

平成27年度末　基金（＝町の貯金）と町債（＝町の借入金）残高

平成27年度末 平成26年度末 対前年度比増減額

（町民一人当たりの額） （町民一人当たりの額） （増減比率）

基　　金
（＝町の貯金）

51億1,959万円 47億977万円
＋　4億982万円

（約68万円/人) （約62万円/人）

町　　債
（＝町の借入金）

109億8,856万円 111億5,819万円
△　1億6,963万円

（約146万円/人）（約146万円/人）

※注１） 「基金」の額は、運用基
金である奨学基金を除い
た額、「町債」の額は、
一般会計分の額です。

※注２） 町民一人当たりの額は、
各年度の３月末現在の人
口をもとに算出しました。

　　　　⇒ 平成27年度末人口：
7,482人

　　　　　平成26年度末人口：
7,628人

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

よ
う
に
配
布
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
戦
略
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た
め
町
民
や
町
内
外
の
事
業
所
、
ふ
る
さ

と
会
、
姉
妹
都
市
な
ど
に
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

各
種
疾
病
予
防
対
策
事
業
（
1
4
0
0
万
円
）

　
　
　
　
　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
22
年
度
か
ら
任
意
接
種
、
25
年
度
か

ら
定
期
接
種
と
な
り
、
27
年
度
末
ま
で
に
延
べ
1
8
3
人
と

な
っ
て
お
り
、
27
年
度
は
０
件
、
26
年
度
は
１
件
と
い
う
状

況
で
す
。
国
か
ら
25
年
６
月
に
接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
差

し
控
え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
も
そ
の
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
（
１
億
4
9
6
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
需
用
費
1
4
3
万
2
0
0
0
円
の
不
用

額
に
係
る
電
気
代
の
減
に
つ
い
て
、
調
理
数
が
減
っ
て
い
る

の
か
、
電
気
代
が
下
が
っ
た
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
気
代
に
つ
い
て
は
、
節
電
に

努
め
た
部
分
と
電
気
料
金
が
若
干
安
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
☆

特
定
健
康
診
査
等
事
業
（
8
2
1
万
円
）

　
　
　
　
　
　
特
定
健
診
の
受
診
率
の
状
況
は
ど
う
か
。
今

後
の
み
な
し
健
診
の
周
知
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
率
は
26
年
度
40
％
弱
、
27
年
度
44

・
４
％
で
約
５
％
伸
び
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
み
な
し
健
診

を
普
及
し
、
特
定
健
診
の
受
診
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

林
総
務
課
参
事

上
地
委
員

松
川
福
祉
課
参
事

齋
藤
副
委
員
長

田
端
生
涯
学
習
課
参
事

【
歳　
出
】

品
田
委
員

南
部
福
祉
課
長

え
て
お
り
、
広
報
等
を
通
じ
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

【
歳　
出
】

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費
（
2
3
9
1
万
円
）

　
　
　
　
　
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費
1
8
5
8
件
に

つ
い
て
、
町
外
事
業
所
で
の
件
数
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
27
年
度
1
8
5
8
件
の
内
訳
は
、
町

内
件
数
が
1
5
6
4
件
、
町
外
が
2
9
4
件
と
な
っ
て
い
る
。

包
括
的
支
援
事
業
（
1
1
6
万
円
）

　
　
　
　
　
　
包
括
的
支
援
事
業
の
相
談
件
数
2
2
2
5
件

に
つ
い
て
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
区
分
の
内
訳
は
、
予
防
給
付
や

二
次
予
防
が
7
4
4
件
で
約
33
％
、
実
態
把
握
や
健
康
の
悩

み
が
5
6
0
件
で
約
25
％
、
介
護
保
険
の
利
用
や
認
定
が
5

7
2
件
で
約
28
％
、
事
後
指
導
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
が
1
8
7

2
件
で
約
85
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
リ
ー
ル
マ
シ
ン
86
台
に
つ
い
て
、
毎
年
保
管

を
し
て
い
る
農
家
に
出
向
い
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
水
利
組
合
か
ら
移
動
の
申
し
出
が

あ
っ
た
際
に
そ
の
受
益
農
家
や
組
合
と
協
議
の
上
整
理
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
離
農
さ
れ
て
い
る
場
合
の
確
認
、
ま
た
壊
れ

て
使
え
な
い
も
の
は
財
産
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
農
の
場
合
は
、
使
用
で
き
な
い
方

☆
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
☆

上
地
委
員

松
川
福
祉
課
参
事

上
地
委
員

松
川
福
祉
課
参
事

☆
財
産
に
関
す
る
調
書
☆

田
中
委
員

中
村
産
業
課
参
事

田
中
委
員

中
村
産
業
課
参
事
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定

例

会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳

平成28年9月 定例会（9/12～13開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（条例制定４件・補正予算６件などについて、全議員賛成で可決されました。）








平成28年度一般会計補正予算


























台風７号・台風11号等による災害復旧費に
１億4,240万円を増額補正！
 補正予算の主な内容

会　　　計 補正予算額 補正後の総額
一 般 会 計 1億8,920万円 104億8,807万円
国民健康保険事業特別会計 36万円 13億5,990万円
介護保険事業勘定特別会計 295万円 7億7,053万円
簡易水道事業特別会計 209万円 3億5,274万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 67万円 3億9,514万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
ふ る さ と 応 援 寄 附 金 事 業 70万円
介 護 基 盤 充 実・ 強 化 支 援 業 務 委 託 料 125万円
予 防 接 種 委 託 料（ Ｂ 型 肝 炎 ワ ク チ ン ） 30万円
体 育 振 興 補 助 金 81万円
Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 駐 車 場 整 備 工 事 1,499万円
28年 発 生 災 害 農 業 用 施 設 復 旧 費  210万円
28年 発 生 災 害 林 業 用 施 設 復 旧 費 310万円
28年 発 生 災 害 道 路 橋 り ょ う 復 旧 費 7,720万円
28年 発 生 災 害 河 川 復 旧 費 6,000万円
そ の 他 事 業 2,875万円
　【歳　入】

事  業  内  容 補  正  額
公 共 土 木 施 設 災 害 復 旧 事 業 費 負 担 金 5,760万円
備 考 資 金 組 合 災 害 支 消 金 2,470万円
28年発生災害公共土木施設復旧事業債 6,010万円
そ の 他 4,680万円

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
９
月
定
例
会
に
て
審
議
を
行

い
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
70
万

円
、
介
護
基
盤
充
実
・
強
化
支
援
業
務

委
託
料
1
2
5
万
円
、
予
防
接
種
委
託

料
（
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
）
30
万
円
、

体
育
振
興
補
助
金
81
万
円
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
整
備
工
事
1
4
9

規
約
の
変
更

網
走
地
方
教
育
研
修
セ
ン
タ

ー
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　
教
育
委
員
会
制
度
の
変
更

に
伴
う
新
教
育
長
の
設
置
な

ど
文
言
等
の
変
更
に
つ
い
て

議
決
を
行
い
ま
し
た
。

9
万
円
、
28
年
発
生
災
害
農
業
用
施
設

復
旧
費
2
1
0
万
円
、
28
年
発
生
災
害

林
業
用
施
設
復
旧
費
3
1
0
万
円
、
28

年
発
生
災
害
道
路
橋
り
ょ
う
復
旧
費
7

7
2
0
万
円
、
28
年
発
生
災
害
河
川
復

旧
費
6
0
0
0
万
円
な
ど
を
増
額
補
正

し
、
一
般
会
計
総
額
1
0
4
億
8
8
0

7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

へ
貸
し
付
け
を
し
、
壊
れ
て
い
る
部
分
の
補
修
に
つ
い
て
は
、

現
在
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
10
周
年
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
27
年
度
は
合
併
10
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
各

種
記
念
事
業
を
企
画
・
実
施
し
た
が
、
そ
の
全
体
を
通
し
た

総
括
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
10
年
記
念
に
係
る
各
種
事
業
に
つ

い
て
は
、
23
の
事
業
、
総
額
約
4
2
0
0
万
円
の
事
業
費
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
空
町
の
今
後
の
発
展
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
27
年
度
の
記
念
事
業
を
特
筆
し
て
評
価
を
加

え
る
と
か
、
検
証
す
る
と
い
う
考
え
方
は
持
っ
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
皆
様
方
か
ら
の
感
想
や
御
意
見
、
評
価
な
ど
賜
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
10
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
予
算
、
周
到
な
準
備
、
ま
た
職
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
継
続
し
て
も
い

い
の
か
な
と
い
う
事
業
も
あ
り
、
将
来
的
に
毎
年
で
な
く
て

も
、
継
続
で
き
る
よ
う
な
事
業
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
た
す
き
リ
レ
ー
や
記
念
舞
台
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
が
、
特
に
運
動
会
は
良
か
っ
た
の
で
継
続
し
て
と
い
う

意
見
、
一
方
で
毎
年
は
疲
れ
る
と
い
う
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
、
い
ろ
ん
な
方
々
の
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
不
納
欠
損
の
場
合
に
は
、
当
事
者
に
通
知
を

行
っ
て
い
る
か
、
町
民
に
対
し
公
平
で
あ
る
と
の
観
点
で
は

や
は
り
滞
納
の
場
合
は
、
厳
し
い
措
置
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の
不
納
欠
損
を
し
た
も
の
に
つ
い

☆ 
総 
括 
質 

疑 

☆

田
中
委
員

林
総
務
課
参
事

山
下
町
長

齋
藤
副
委
員
長

山
下
町
長

松
岡
委
員

山
本
住
民
課
長

て
は
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
厳
し
く
す
べ
き
と
い

う
こ
と
で
、
粘
り
強
く
折
衝
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
人
は
払
え
る
能
力
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
部
分
も
、
法
律
に
照
ら
し
調
べ
て
き
ち
ん
と
証
拠
を
残
し
、

慎
重
に
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
不
納
欠
損
を
す
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
お
納

め
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
か
ら
見
た
と
き
に
ど
う
な
の
か
と
、

透
明
感
を
持
っ
て
説
明
で
き
る
も
の
を
つ
く
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
公
平
感
が
非
常
に
大
切
で
は
な
い
か

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

町
へ
の
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
宅
地
分
譲
や
特
公
賃
・
単
身
者
住
宅
の
入
居

に
つ
い
て
広
告
が
出
て
い
た
が
、
給
食
費
や
中
学
校
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
な
ど
、
町
へ
呼
び
込
む
方
法
と
し
て
一
緒
に

載
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
方
々
に
も
広
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
媒
体
を
使
い
周
知
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
　
　
　
　
　
広
く
広
報
媒
体
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
町
の
施
策
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
し
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
や
は
り
子
育
て
世
代
は
、
町
が
ど
う
い
う
施

策
を
し
て
い
る
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
対
応

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
売
る
こ
と
に
主

眼
を
置
き
広
報
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
町
全
体
の
Ｐ
Ｒ

を
含
め
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
医
療
、
教
育
、
住
環
境
、
仕
事
場
の
こ
と
も

含
め
て
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
ご
ざ

い
ま
す
。
横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
。

川
口
副
町
長

山
下
町
長

松
岡
委
員

山
本
住
民
課
長

山
下
町
長

松
岡
委
員

藤
田
総
務
課
長

山
下
町
長

財
務
諸
表
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
度
決
算
か
ら
総
務
省
の
統
一
的
な

基
準
、
貸
借
対
照
表
や
勘
定
科
目
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

形
態
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
表
の
町
民
負
担
率

５
・
２
％
は
他
の
町
村
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
ひ
な

形
が
示
さ
れ
、
公
会
計
制
度
へ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
進
め
、

複
式
簿
記
化
し
て
い
く
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
勘
定

科
目
は
国
の
基
準
に
よ
り
決
算
書
を
作
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
５
・
２
％
に
つ
い
て
は
、
ど

の
数
値
が
適
正
な
の
か
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
10
年
先
、
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
人
口
減
な
ど
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
の
将
来
負
担

の
考
え
方
、
ま
た
展
望
が
あ
れ
ば
町
長
に
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
人
口
減
と
い
う
こ
と
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

は
、
い
か
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
か
、
ど
の
よ
う
な
生
産
力

を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
か
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

財
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
外
部
団
体
や
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対
す

る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
分
析
を
し
な
が
ら
今
後
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
例
年
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
団
体
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
補
助
団
体
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
補
助
金
執

行
に
つ
な
が
る
よ
う
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

品
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委
員

藤
田
総
務
課
長

深
川
委
員

山
下
町
長

深
川
委
員

山
下
町
長
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臨

時

会

定

例

会

平成28年8月 臨時会（8/25開催）で
決定した主な内容をお知らせします。
（契約の締結１件・補正予算２件などについて、全議員賛成で可決されました。）
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合宿来町費用助成のため、教育文化
合宿補助金に80万円を増額補正！

契
約
の
締
結

広
域
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施

設
建
設
工
事
（
計
量
棟
）

　
広
域
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵

施
設
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

の
豆
類
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
豆

類
の
作
付
に
よ
る
適
切
な
輪

作
体
系
の
確
立
の
た
め
、
管

内
に
点
在
し
て
い
る
豆
類
乾

燥
調
製
施
設
を
再
編
、
合
理

化
し
、
拠
点
と
な
る
施
設
と

し
て
建
設
し
ま
す
。

　
今
回
工
事
と
な
る
計
量
棟

は
、
計
量
設
備
を
増
強
す
る

た
め
の
も
の
で
、
空
車
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
１
基
増
設
、

実
車
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
改

修
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
設
備
１

基
の
増
設
及
び
全
自
動
自
主

検
査
装
置
一
式
を
整
備
し
、

構
造
は
鉄
骨
造
、
延
床
面
積

6
3
1
・
41
平
方
メ
ー
ト
ル
、

う
ち
増
築
分
が
1
0
2
・
67

平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

河
西
・
斉
藤
・
藤
井
経
常
建

設
共
同
企
業
体
が
契
約
金
額

２
億
5
5
9
6
万
円
で
落
札

し
ま
し
た
。
工
期
は
平
成
29

年
３
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 3,774万円 102億9,887万円

国民健康保険事業特別会計 30万円 13億5,954万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額

教 育 文 化 合 宿 補 助 金 80万円

体 育 振 興 補 助 金 14万円

28年 発 生 災 害 農 業 用 施 設 復 旧 費 300万円

28年 発 生 災 害 道 路 橋 り ょ う 復 旧 費 2,150万円

28年 発 生 災 害 河 川 復 旧 費 1,230万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

備 考 資 金 組 合 災 害 支 消 金 3,680万円

そ の 他 94万円

平成28年度一般会計補正予算

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

国への要望意見書を
全会一致で採択

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
て

要
望
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の
約
４
分
の
１
を

占
め
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供

給
等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
森

林
の
整
備
を
進
め
、
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
林
業

・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
は
、
山
村
地

域
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創

生
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
人
工

林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保
全
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実

・
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

質
疑
と
答
弁

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
に
つ
い
て
、

新
し
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

て
今
後
広
く
寄
附
金
を
求
め

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
最
近

件
数
・
金
額
と
も
に
落
ち
て

き
て
い
る
が
、
考
え
ら
れ
る

要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
現

在
の「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

の
み
で
あ
る
が
、
本
サ
イ
ト

に
は
全
国
9
5
0
も
の
自
治

体
が
参
加
し
て
お
り
、
な
か

な
か
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
新
た
に
サ
イ
ト

を
増
や
し
、
件
数
・
金
額
の

増
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
過
剰
な
競
合

が
要
因
と
の
こ
と
だ
が
、
最

近
は
災
害
が
多
い
の
で
こ
れ

も
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
指
摘

の
と
お
り
で
、
熊
本
地
震
や

台
風
災
害
な
ど
に
対
し
、
全

国
的
に
約
数
百
億
円
の
寄
附

が
そ
ち
ら
に
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

い
て

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
応

品
田
議
員

山
本
住
民
課
長

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
過
剰
な
競
合

品
田
議
員

山
本
住
民
課
長

条

例

制

定

手
数
料
条
例
の
改
正

　
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
法

令
等
に
基
づ
く
場
合
や
公
用

な
ど
の
場
合
に
減
免
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
範
囲
や
適
正

な
処
理
の
た
め
字
句
に
つ
い

て
住
民
へ
の
わ
か
り
や
す
い

表
現
に
す
る
な
ど
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の

改
正

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入

居
要
件
に
つ
い
て
、
単
身
者

の
入
居
に
つ
い
て
も
一
部
可

能
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ

を
追
加
す
る
旨
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

古
梅
ダ
ム
維
持
管
理
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
の
制
定

　
古
梅
ダ
ム
の
維
持
管
理
に

係
る
受
益
者
か
ら
の
分
担
金

徴
収
に
つ
い
て
、
徴
収
根
拠

を
明
確
に
す
る
た
め
新
た
に

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

本
郷
排
水
機
場
維
持
管
理
事

業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

　
本
郷
排
水
機
場
の
維
持
管

理
に
係
る
受
益
者
か
ら
の
分

担
金
徴
収
に
つ
い
て
、
徴
収

根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
新

た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
を
付
託

平
成
27
年
度
の
決
算
認
定
を

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

に
付
託

　
町
の
一
般
会
計
と
７
特
別

会
計
、
計
８
会
計
の
平
成
27

年
度
決
算
認
定
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
決
算
認
定
に
つ
い

て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
そ
の
中
で

詳
細
を
審
議
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。（
審
査
の

内
容
は
５
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

★９月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査

１ 新たな高校教育に関する指針の見直しを求める陳情 ○

２ 特別支援学校の設置基準策定を求める陳情 ○

３ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・
強化を求める要望意見書 ○

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

３
件
の
う
ち
１
件
を
採
択
、

２
件
を
議
員
配
布
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

 

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
要

望
意
見
書

採
択

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
８
月
臨
時
会
に
て
審
議
を
行

い
、
町
外
高
校
・
大
学
合
宿
来
町
費
用

助
成
の
た
め
の
教
育
文
化
合
宿
補
助
金

に
80
万
円
、
町
民
の
全
道
・
全
国
大
会

へ
の
参
加
助
成
の
た
め
の
体
育
振
興
補

助
金
に
14
万
円
、
ま
た
台
風
７
号
及
び

台
風
11
号
に
よ
る
被
害
へ
の
復
旧
工
事

等
と
し
て
、
28
年
発
生
災
害
復
旧
費
に

3
6
8
0
万
円
な
ど
を
増
額
補
正
し
、

総
額
は
1
0
2
億
9
8
8
7
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
内
訳
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

特定公共賃貸住宅
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一
般
質
問

一
般
質
問

災
害
復
旧
費
の
補
正
も
含
め
復
旧
に

向
け
て
迅
速
に
対
応
し
た
い

答
８
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
の

台
風
に
よ
る
被
害
及
び
復
旧
は

問

上地　史隆　議員

（一般質問2人）（一般質問2人）

町政を問う！

　平成28年第３回定例会では、２人の議員から、町
の施策などに関する一般質問が行われました
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ
（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
　　　　　　　　　　docs/2015011300061/）
　及び両地区図書館で閲覧できる会議録をご覧くだ
さい。

☆上
うえ
地
ち
　史

ふみ
隆
たか
 議員 ･･････････････････････････････････････ 11ページ

　１．台風災害について
　２．発達障がいについて

☆原
はら
本
もと
 哲
てつ
己
み
 議員 ･･･････････････････････････････････････ 12ページ

　１．昨今の異常気象による災害・被災農地の復旧・維持について

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでご覧いた
だけます。ライブ中継のほか、録画映像の配
信も実施しています。（議会後30日以内）

　
　
　
　
　
　
道
内
に
三
つ
の
台
風
が
上
陸
し
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
に
も
深
刻
な
爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。
網
走
川
観
測
所

の
水
位
が
、
統
計
開
始
以
降
、
最
高
を
記
録
し
、
堤
防
の
限

界
値
・
計
画
降
水
位
を
突
破
し
ま
し
た
。
今
回
の
記
録
的
な

大
雨
は
、
大
規
模
な
災
害
の
ほ
か
、
湖
や
河
川
の
水
位
上
昇

に
よ
る
大
規
模
な
冠
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
今
回
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
が
大
空
町
で
は

実
際
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
被
害
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
被
害
に
つ
い
て
は
、
８
月
15
日
か
ら
23
日
ま

で
の
９
日
間
、
総
降
水
量
は
、
2
9
9
・
５
ミ
リ
を
記
録
し
、

台
風
７
号
が
通
過
し
た
17
日
に
は
、
最
大
風
速
が
19
・
３
メ

ー
ト
ル
を
記
録
、
停
電
の
発
生
、
倒
木
の
被
害
も
あ
り
ま
し

た
。
台
風
11
号
が
通
過
し
た
20
日
か
ら
21
日
は
２
日
間
で
総

降
水
量
が
1
3
1
・
５
ミ
リ
を
記
録
、
農
業
被
害
は
両
Ｊ
Ａ

か
ら
の
報
告
で
８
月
30
日
現
在
で
台
風
７
号
に
よ
る
作
物
被

害
は
、
女
満
別
地
区
で
バ
レ
イ
シ
ョ
、
大
豆
、
て
ん
菜
な
ど

の
圃
場
で
滞
水
や
倒
伏
が
48
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
藻
琴
地
区
で

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
倒
伏
が
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
施
設
で
は

　
　
　
　
　
　
道
内
に
三
つ
の
台
風
が
上
陸
し
、
オ
ホ
ー
ツ

上
地
議
員

実
際
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
被
害
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
被
害
に
つ
い
て
は
、
８
月

山
下
町
長

両
地
区
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
倉
庫
、
牛
舎
、
畜
舎
の
破
損

が
63
棟
、
台
風
11
号
、
９
号
に
よ
る
被
害
で
は
、
女
満
別
地

区
で
冠
水
が
4
0
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
作
物
の
流
失
64
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
滞
水
1
1
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
倉

庫
の
損
壊
が
７
棟
、
東
藻
琴
地
区
で
は
、
冠
水
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
作
物
の
流
出
13
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ナ
ガ
イ
モ
ネ
ッ
ト
の
落

下
が
０
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
の
ほ
か
、
圃
場
法
面
の
崩
壊

が
多
数
あ
り
、
漁
業
に
お
い
て
も
漁
が
で
き
な
い
と
い
う
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
林
道
は
路
盤
の
排
水
工
の
洗
掘
に
よ
り

３
路
線
６
カ
所
、
湖
畔
の
林
道
で
は
、
流
木
に
よ
る
被
害
も

出
て
い
ま
す
。
ま
た
町
営
牧
場
で
は
、
道
路
崩
落
１
カ
所
、

草
地
崩
落
２
カ
所
、
こ
の
ほ
か
、
湖
畔
園
地
、
保
安
林
、
林

道
で
は
1
2
0
本
の
倒
木
、
道
路
で
は
法
面
崩
落
や
路
肩
の

崩
落
、
側
溝
閉
塞
な
ど
64
路
線
、
99
カ
所
、
河
川
は
河
岸
崩

落
や
侵
食
な
ど
10
河
川
、
27
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
人
手
や
重
機
も
ほ
か
の
仕
事
で
足
り

な
い
状
況
で
あ
り
、
管
内
の
ほ
か
の
市
町
村
も
同
じ
よ
う
に

復
旧
で
大
変
だ
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
何
を

優
先
し
て
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
既
に
８
月
臨
時
会
で
は
、
災
害
復
旧
費
を
一

部
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
８
月
に
被
災
と
い
う
こ
と

で
収
穫
な
ど
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
雪
が
降
る
ま
で

に
急
い
で
復
旧
を
行
う
考
え
で
お
り
、
９
月
６
日
の
入
札
に

て
、
国
の
災
害
事
業
に
該
当
さ
せ
る
た
め
の
査
定
用
の
設
計

委
託
を
既
に
一
部
発
注
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
額
事
業
工

事
に
つ
い
て
は
、
見
積
合
わ
せ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
本
定
例
会
に
お
い
て
も
、
必
要
な
補
正
予
算
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
な
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、
早
期
の
復
旧
事
業
工
事
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

落
や
侵
食
な
ど

　
　
　
　
　
　
現
在
、
人
手
や
重
機
も
ほ
か
の
仕
事
で
足
り

上
地
議
員

優
先
し
て
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
既
に
８
月
臨
時
会
で
は
、
災
害
復
旧
費
を
一

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
大
規
模
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
の
住
民

に
対
し
て
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。
今
回
は
避

難
対
象
地
区
も
狭
く
、
戸
別
訪
問
や
電
話
で
対
応
可
能
で
し

た
が
、
防
災
計
画
に
あ
る
災
害
発
生
予
想
区
域
の
網
走
川
に

関
し
て
は
住
吉
、
豊
里
、
本
郷
と
一
番
対
象
地
区
は
広
く
な

り
ま
す
。
今
後
大
規
模
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
避
難
情
報
発
信
で
す
が
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
送

信
、
電
話
連
絡
、
戸
別
訪
問
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て

の
発
信
、
広
報
車
で
の
周
知
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
送
信
、

自
治
会
等
を
通
じ
て
の
連
絡
な
ど
の
伝
達
手
段
を
も
っ
て
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
国
や
道
の
管
理
河
川
に
お
け
る
判
断
基
準
も
、
町
独
自
で

判
断
基
準
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
申
し
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
推
測
し
な
が
ら
早
目

に
皆
さ
ん
に
準
備
・
行
動
い
た
だ
く
と
い
う
、
体
制
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
規
模
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
の
住
民

上
地
議
員

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
避
難
情
報
発
信
で
す
が
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
送

山
下
町
長 様

々
な
方
法
で
発
信
し
、ま
た
そ
の
判

断
基
準
も
し
っ
か
り
と
定
め
た
い

答
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
の

住
民
に
対
し
て
の
周
知
は

問
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一
般
質
問

一
般
質
問

台風による被災農地の状況

　
　
　
　
　
　
発
達
障
が
い
の
支
援
に
つ
い
て
、
平
成
16
年

施
行
の
発
達
障
害
者
支
援
法
が
改
正
と
な
り
、
就
労
と
教
育

支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
就
労
支
援
で
は
自
治
体
が
都

道
府
県
に
発
達
障
害
者
支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
で
き
る
こ

と
と
し
、
関
係
機
関
の
連
携
を
促
進
し
、
ま
た
就
労
機
会
の

確
保
や
職
場
で
の
定
着
支
援
な
ど
を
想
定
し
、
事
業
主
に
つ

い
て
も
発
達
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
雇
用
管
理
を
求
め
て

い
ま
す
。
教
育
に
関
し
て
は
、
学
校
が
発
達
障
害
児
の
長
期

個
別
計
画
を
作
成
し
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連

携
も
推
進
し
、
い
じ
め
対
策
も
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

発
達
障
害
の
理
解
を
住
民
が
深
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
網
走
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
の
協
力
の
も
と
、
年
６
回
の
幼
児
健
診
時
に
問
診
を
行
い
、

ま
た
発
達
に
不
安
が
あ
る
お
子
様
や
要
経
過
観
察
の
お
子
様

の
巡
回
相
談
や
役
場
で
の
相
談
、
家
庭
訪
問
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談
で
の
支
援

や
養
育
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
美
幌
町
や
北

見
市
の
医
療
機
関
に
お
い
て
は
受
診
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
障
が
い
は
発
達
の
過
程
で
年
齢
の
ほ
か
幼
稚
園
な
ど
の
集

団
生
活
の
中
で
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幼

稚
園
教
諭
や
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
校
関
係
者

等
、
福
祉
部
門
で
組
織
す
る
特
別
支
援
連
携
協
議
会
で
早
期

発
見
、
早
期
支
援
、
療
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
へ
理
解
を
深
め
る
た
め
の
対
応
で
す

　
　
　
　
　
　
発
達
障
が
い
の
支
援
に
つ
い
て
、
平
成

上
地
議
員

応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
網
走
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

山
下
町
長

が
、
現
状
で
は
、
検
診
時
等
で
の
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
を

行
う
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
町
民
に
対
し
て
の
積
極
的
な
広

報
啓
発
活
動
は
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
広
報
紙

で
の
特
集
や
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
な
ど
を
通
じ

必
要
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
こ
れ
ま
で
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
供
た
ち
の
た
め
、
町
立
幼
稚
園
や
小
学
校
に
独
自
に

補
助
教
員
を
増
員
配
置
し
、
平
成
24
年
度
に
は
特
別
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
へ
の
指
導
、
助
言
、
保

健
福
祉
部
局
と
の
連
携
調
整
、
連
携
会
議
や
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
ケ
ー
ス
検
討
会
議
、
保
護
者
と
の
相
談
業
務
な
ど
に

取
り
組
み
、
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
９
月
か
ら
作

成
を
開
始
し
、
現
在
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
お
り
ま
す

児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同
意
の
も
と
、
全
員
の

計
画
を
作
成
し
、
個
別
の
指
導
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

全
て
の
学
校
で
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

の
作
成
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
の
防
止
等

の
対
策
は
、
本
年
、
平
成
28
年
３
月
に
大
空
町
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
を
策
定
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
道
徳
教

育
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
各
種
対
策

を
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
幼
稚
園
で
の
就
学
時
健
康

診
断
や
参
観
日
の
際
に
発
達
に
関
す
る
講
話
や
保
護
者
相
談

な
ど
を
実
施
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
こ
れ
ま
で
特
別
な
支
援
を
必
要
と

渡
邊
教
育
長

今
後
も
支
援
を
行
い
、住
民
へ
も

広
く
普
及
啓
発
を
図
り
た
い

答
発
達
障
が
い
を
持
つ
子
供
達
へ
の

支
援
や
住
民
へ
の
普
及
啓
発
は

問

原本　哲己　議員

　
　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
に
よ
る
農
地
の
被
害
状
況
は
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
今
時
点
で
大
空
町
と
し
て

で
き
る
対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
今
後
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
被
害
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
中
、
基
幹
産
業

の
農
業
を
守
る
た
め
、
大
雨
に
耐
え
ら
れ
る
農
地
基
盤
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
農
家
個
人
の
力
で
は
限

界
が
あ
り
何
ら
か
の
支
援
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
10
月
の
台
風
で
は
被
災
農
地
が
全
部
で

2
2
9
カ
所
で
あ
り
ま
し
た
。
本
年
８
月
の
台
風
に
お
い
て

も
農
地
の
被
害
が
大
き
く
９
月
４
日
ま
で
の
報
告
で
は
1
5

1
カ
所
で
あ
り
ま
す
が
、
内
容
は
法
面
崩
壊
、
ガ
リ
浸
食
、

河
川
氾
濫
に
伴
う
冠
水
、
土
砂
の
流
入
な
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
共
同
や
個
人
管
理
し
て
お
り
ま
す
排
水

路
の
被
害
が
32
カ
所
、
耕
作
道
は
68
カ
所
が
被
害
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
被
害
に
対
応
す
る
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
町
が
事

務
事
業
主
体
と
な
り
、
農
地
災
害
復
旧
事
業
や
農
業
用
施
設

　
　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
に
よ
る
農
地
の
被
害
状
況
は
ど

原
本
議
員

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昨
年

山
下
町
長

災
害
復
旧
事
業
に
乗
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
行
制
度
は
被
災
農
地
の
法
面
面
積
に
つ
い
て
は
算
入
が
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
原
形
復
旧
が
基
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
形
状
変
更
す
る
基
盤
の
切
り
盛
り
の
普
及

工
法
の
方
が
安
価
な
方
法
で
あ
っ
て
も
運
搬
盛
り
土
で
の
復

旧
と
な
り
工
事
費
が
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
に

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
す
る
方
法
が
あ
り
、
昨
年

の
災
害
で
は
、
当
初
農
地
復
旧
の
箇
所
申
込
み
が
1
7
0
カ

所
で
し
た
が
、
40
カ
所
が
自
助
努
力
で
復
旧
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
1
3
0
カ
所
を
業
者
施
工
に
よ
る
発
注

と
す
る
こ
と
と
し
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
営
農
業
農
村

整
備
事
業
で
の
災
害
復
旧
の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度

は
取
組
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
農
業
振
興
資
金
を
借

入
れ
し
災
害
復
旧
を
行
う
方
法
で
は
、
昨
年
度
の
災
害
で
は

両
Ｊ
Ａ
が
融
資
を
す
る
資
金
に
お
い
て
農
業
者
の
利
子
を
町

が
負
担
し
、
無
利
子
と
す
る
条
例
改
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

28
年
度
発
生
災
害
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
、
昨
年
度
と
同
様
な
支
援
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
昨
今
、
圃
場
区
画
が
大
き
く
な
り
麦
の
作
付

け
も
増
え
て
お
り
一
圃
場
か
ら
の
流
失
水
が
大
変
多
く
、
沈

砂
池
等
で
は
十
分
対
処
で
き
て
い
な
い
。
こ
こ
に
来
て
異
常

な
雨
は
、
畑
の
上
と
下
の
耕
作
者
が
違
う
場
合
、
農
家
間
の

気
持
ち
に
ひ
び
割
れ
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
河
川
の
流
域
に
あ
る
地
域
で
は
滞
留
水
が

大
変
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
営
事
業
で
は
予
算
不
足
に
よ
り
年
次
送
り
が
増
え
、
今

回
災
害
分
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
は
突
然
発

生
す
る
災
害
、
短
期
間
で
何
百
ミ
リ
も
の
降
る
災
害
も
あ
る

の
で
、
被
災
前
に
何
が
で
き
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

新
し
い
事
業
等
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
農
地
に
お
け
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

農
業
者
の
皆
様
の
取
組
み
な
く
し
て
防
災
・
減
災
は
あ
り
得

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る

り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
昨
今
、
圃
場
区
画
が
大
き
く
な
り
麦
の
作
付

原
本
議
員

新
し
い
事
業
等
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
農
地
に
お
け
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

山
下
町
長

た
め
に
は
、
強
固
な
農
地
の
基
盤
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
、

将
来
的
に
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
く
ら
圃
場
の
排
水
対
策

を
行
っ
て
も
、
下
流
域
で
の
排
水
処
理
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
被
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
広
域
の
排
水
処
理
、
排
水
の

整
備
を
念
頭
に
置
い
た
計
画
策
定
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
頻
繁
に
法
面
の
崩
落
等
を
起
こ
す
農
地
は
構
造
上

の
問
題
も
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
検
証

を
行
っ
て
、
形
状
の
見
直
し
な
ど
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
と
再

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
大
き
な
雨
量
か
ら
は
幾
つ
も
の
課
題
を
い
た
だ
い

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
面
、
町
民
の
生
活
、
ま
た

来
年
に
向
け
て
の
再
生
産
を
考
え
て
、
復
旧
作
業
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
目
先
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

将
来
的
に
災
害
に
強
い
農
地
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
計
画
的
な
そ
の
排
水
対
策
と
い
う
も
の
を
行
な
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
だ
け
で
は
な
く
農
業
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
日
常
の
管
理
の
て
こ
入
れ
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
迅
速
に
対
応
し
、

災
害
に
強
い
そ
う
い
っ
た
地
域
の
産
業
と
い
う
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
北
海
道
に
対
す
る
要
請
も
い
ろ
い
ろ
な

視
点
か
ら
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
も
迅

速
に
対
応
し
て
地
域
の
窮
状
と
い
う
も
の
を
説
明
し
て
ま
い

り
た
い
。

国
や
道
へ
の
要
請
も
含
め

復
旧
に
向
け
て
迅
速
に
対
応
し
た
い

答
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害・

被
災
農
地
の
復
旧・維
持
は

問
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委員会レポートOZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の定期接種
化について Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の義務化の開始

ふるさと応援寄附金ポータルサイトの
拡充について 新規ポータルサイトの追加

◆上記のほか、「社会福祉法人東藻琴福祉会・社会福祉法人女満別福祉会の経営基盤の充実・強化の取り組み
について」など全６項目を審議

●第６回〔平成28年８月25日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
一般廃棄物最終処分場作業機材の購入
について 一般廃棄物最終処分場の作業機械の新たな購入

◆上記のほか、「国民健康保険資格異動に係る過年度事務処理の誤りについて」など全２項目を審議

●第７回〔平成28年９月１日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
空港運営の民間委託に係る取組につい
て 道内７空港民営化に係る大空町の対応について

●第９回〔平成28年９月12日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
東藻琴福寿苑増築事業基本設計概要に
ついて 増築（30床増床）に係る工事基本設計等の進捗状況

大空町地域振興施設について 平成29年９月オープン予定の施設に係る状況
◆上記のほか、「第３次大空町行政改革大綱及び推進計画について」など全３項目を審議

●第10回〔平成28年10月20日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町の新しい高校づくり（素案）に
ついて 大空町の今後の高校のあり方について審議

●第５回〔平成28年７月１日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
体育振興補助金及び教育文化合宿補助
金の予算補正について 全道大会参加者・合宿等の増に伴う補正について

女満別B&G海洋センター駐車場拡張工
事計画について センター前駐車場の拡張工事の概要

●第６回〔平成28年８月22日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町地域振興施設について 平成29年９月オープン予定の施設に係る状況
平成28年度全国学力・学習状況調査結
果について 調査結果に係る大空町内の小中学校の状況

島根県立隠岐島前高等学校魅力化プロ
ジェクト視察報告について 平成28年７月に行った視察に係る内容報告

女満別B＆G海洋センター駐車場整備に
ついて 駐車場を拡張し、最大114台のスペース確保

街路灯等へのＬＥＤ照明導入促進事業
について 大空町内1,135灯の街路灯のＬＥＤ化

広域穀類乾燥調製貯蔵施設の整備状況
について 施設整備に係る今後のスケジュール等説明

サイクリングによる地域活性化事業に
ついて（網走市・北見市・大空町の広
域連携による観光振興）

３市町による３カ年事業の概要説明

農業振興センター備品の更新について 豆腐づくり用圧搾機の更新について
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策
事業について 特別対策事業の概要及び具体的取組内容説明

◆上記のほか、「平成23年度強い農業づくり交付金事業により取得した財産の処分について」など全13項目
を審議

●第10回〔平成28年10月14日開催〕

合 同 常 任 委 員 会 （２常任委員会合同での調査）

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町の新しい高校づくり（素案）に
ついて 大空町の今後の高校のあり方について審議

●〔平成28年７月１日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
北海道における空港運営戦略の推進
（案）について 道内７空港民営化に係る大空町の対応について

平成28年8月17日から18日にかけての
台風第7号災害について 台風災害に係る農地や道路等の被害状況について

平成28年8月20日から21日にかけての
台風第11号災害について 台風災害に係る農地や道路等の被害状況について

◆上記のほか、「大空町地域振興施設条例及び施行規則の制定等について」など全４項目を審議

●〔平成28年８月25日開催〕 産業建設文教常任委員会

大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴
収条例の制定について 古梅ダム維持管理に伴う徴収条例の整備について

大空町本郷排水機場維持管理事業分担
金徴収条例の制定について 本郷排水機場維持管理に伴う徴収条例の整備について

平成28年発生降雨災害について 降雨災害発生による道路や河川の状況説明

◆上記のほか、「女満別湖畔倒木事故について」など全６項目を審議
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視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

道
内
行
政
視
察
報
告（
７
／
13
〜
15
）

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

道
内
行
政
視
察
報
告（
７
／
20
〜
22
）

【
通
年
議
会
】

・
通
年
議
会
は
全
国
で
初
め
て
、
平
成
19
年
６
月
か
ら
20
年

６
月
ま
で
試
行
し
、
平
成
20
年
６
月
議
会
で
条
例
を
制
定
し

本
格
実
施
し
た
。

・
現
行
の
制
度
で
は
議
会
が
主
導
的
に
議
会
を
開
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
な
い
。
通
年
議
会
は
、
議
会
活
動
能
力
の
確
保

と
捉
え
て
い
る
。

・
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
議
会
の
活
動
能
力
の
な
い
閉
会
期

間
を
な
く
し
、
議
会
が
主
導
的
に
活
動
で
き
る
制
度
に
よ
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
よ
り
充
実
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
災

害
、
緊
急
時
の
突
破
的
な
事
案
に
対
し
て
も
迅
速
な
対
応
が

図
ら
れ
る
。

【
自
治
基
本
条
例
】

・
自
治
基
本
条
例
は
、
平
成
17
年
５
月
に
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
の
憲
法
で
あ
る

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
着
手
し
、
町
民
、
議
会
、
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
策
定
部
会
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

に
お
い
て
条
例
の
骨
子
が
つ
く
ら
れ
、
最
終
的
に
一
本
の
条

例
と
し
て
平
成
18
年
12
月
制
定
し
た
。

・
条
例
で
は
「
５
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
社
会
情
勢
に

適
合
し
て
い
る
か
検
討
す
る
」
と
し
て
お
り
、
条
例
制
定
か

ら
４
年
が
経
過
し
た
平
成
22
年
度
よ
り
自
治
、
議
会
、
町
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
検
討
し
、
平
成
23
年
６
月
検
証
委
員

会
を
設
置
し
条
例
改
正
の
提
言
を
受
け
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

美
唄
市
の
社
会
福
祉
法
人「
北
海
道
光
生
会
」は
、昭
和
42

年
に
設
立
さ
れ
、「
住
む
」、「
働
く
」、「
楽
し
む
」、「
そ
の
人
ら
し

く
」を
基
本
理
念
に
、ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
自
己
実
現
と

社
会
参
加
を
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
か
ら
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
自
立
支
援
を
行
う

た
め
、
18
歳
で
施
設
を
出
所
す
る
際
、
手
に
職
を
付
け
る
と

い
う
こ
と
に
重
き
に
置
き
、
幼
少
期
か
ら
溶
接
機
・
プ
レ
ス

機
な
ど
の
作
業
機
械
な
ど
の
分
野
に
触
れ
さ
せ
、
地
域
社
会

へ
の
参
加
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
爽

や
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
し
ょ
う
が
い
福

祉
は
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
で
あ
る
。」
と
掲
げ
、
就
労
支

援
と
地
域
生
活
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
福
祉
制
度
に
は
な
い
一
般
就
労
者
へ
の
生
活
支
援

や
結
婚
生
活
支
援
な
ど
も
生
涯
に
渡
っ
て
行
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
街
の
中
で
地
域
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
細
か
い
部
分
ま
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
就
労
支
援
は
、
直
接
企
業
に
働
き
か
け
、
１
人
で
も
多
く

の
就
労
が
実
現
で
き
る
よ
う
就
労
移
行
支
援
チ
ー
ム
が
中
心

と
な
っ
て
、
細
か
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
事
業
の
一
環
と
し
て
精
米
宅
配
、
宅
配
弁
当
販

売
、
災
害
備
蓄
用
の
「
備
え
餅
」
の
販
売
も
行
い
、
新
し
い

企
画
、
開
発
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

視
察
先
①
：
胆
振
管
内
白
老
町
議
会

研
修
項
目

「
通
年
議
会
に
つ
い
て
」

「
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し
状
況
に
つ
い
て
」』

視
察
先
①
：
美
唄
市 

社
会
福
祉
法
人 

北
海
道
光
生
会

研
修
項
目

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
就
労
に
つ
い
て
」

視
察
先
②
：
胆
振
管
内
豊
浦
町
議
会

研
修
項
目

「
通
年
議
会
に
つ
い
て
」

視
察
先
②
：
胆
振
管
内
洞
爺
湖
町
議
会

研
修
項
目

「
福
祉
会
の
合
併
及
び

廃
校
を
利
用
し
た
福
祉
施
設
に
つ
い
て
」

視
察
先
③
：
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

研
修
項
目

「
通
年
議
会
に
つ
い
て
」

「
議
会
運
営
の
動
向
に
つ
い
て
」

視
察
先
③
：
上
川
管
内
美
瑛
町
議
会

研
修
項
目

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

・
通
年
議
会
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
実
施
し
、
毎
年
１
月

初
旬
に
議
会
を
開
会
し
て
い
た
が
、
昨
年
か
ら
議
員
の
任
期

と
合
わ
せ
11
月
15
日
か
ら
翌
年
の
11
月
14
日
ま
で
に
変
更
し

た
。

・
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
災
害
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
招
集
手
続
き
を
経
ず
に
議
長
の
権
限
で
速
や
か
に
議

会
を
開
け
、
復
旧
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
所
管
委

員
会
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
も
、
時
期
を
失
す
る
こ
と

な
く
詳
細
に
わ
た
っ
て
対
応
で
き
る
。

　
洞
爺
湖
町
の
社
会
福
祉
法
人
「
幸
清
会
」
で
は
、
平
成
2

8
年
４
月
に
社
会
福
祉
法
人
「
大
滝
福
祉
会
」
と
合
併
し
、

さ
ら
に
旧
大
滝
小
学
校
の
廃
校
跡
地
を
利
用
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
大
原
の
杜
2
0
1
6
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

旧
小
学
校
敷
地
を
よ
り
良
く
有
効
活
用
し
、
全
室
個
室
ユ
ニ

ッ
ト
型
施
設
で
全
室
ト
イ
レ
付
き
、
構
造
は
、
「
木
」
の
ぬ

く
も
り
が
あ
る
木
造
準
耐
火
構
造
２
階
建
で
10
名
×
５
ユ
ニ

ッ
ト
構
成
と
し
て
い
ま
す
。
災
害
緊
急
時
の
一
時
避
難
所
と

し
て
も
活
用
し
、
各
個
室
を
広
め
に
設
定
し
、
そ
こ
に
簡
易

ベ
ッ
ド
を
一
時
的
に
入
れ
、
避
難
者
が
そ
こ
で
寝
泊
ま
り
で

き
る
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
農
村
部
地
域
に
あ
る

の
で
、
今
後
将
来
そ
の
職
員
の
定
住
や
地
域
へ
の
定
着
の
推

進
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
会
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
福
祉
法
人
の

経
営
合
理
化

に
よ
る
大
規

模
化
の
推
進

が
必
要
と
の

こ
と
か
ら
、

役
員
数
の
是

正
、
経
費
の

効
率
化
の
部

分
で
、
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る

と
い
う
こ
と

で
合
併
行
っ

た
と
い
う
こ

と
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

・
通
年
議
会
は
、
道
内
で
８
町
が
実
施
し
て
い
る
。
う
ち
、

２
町
が
法
に
基
づ
き
実
施
、
他
は
運
用
で
実
施
し
て
い
る
。

・
道
内
の
町
村
議
員
数
は
、
平
成
７
年
２
、
2
8
6
人
で
あ

っ
た
が
、
平
成
27
年
に
は
１
、
0
7
5
人
と
減
少
し
て
い
る
。

要
因
と
し
て
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
町
村
の
減
少
と
行
革

な
ど
に
よ
り
一
議
会
の
平
均
議
員
数
が
減
少
し
て
い
る
。

【
お
わ
り
に
】

・
通
年
議
会
は
、
常
に
活
動
で
き
る
状
態
に
あ
り
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
今
回
視
察
し
た
２
町
で

は
、
年
４
回
の
定
例
会
の
開
催
や
専
決
処
分
も
行
わ
れ
て
お

り
、
当
面
は
現
状
の
制
度
で
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

・
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
を

参
考
に
議
会
運
営
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
美
瑛
町
は
、
高
齢
化
率
に
つ
い
て
は
36
％
、
要
介
護
高
齢

者
が
8
7
7
人
で
、
こ
れ
か
ら
人
口
が
減
っ
て
い
く
も
の
の
、

高
齢
化
率
は
高
水
準
で
推
移
す
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
美
瑛
町
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
の
地
域
展
開

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
先
進
取
組
事
例
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

美
瑛
町
の
実
態
と
し
て
は
、
町
の
面
積
が
広
大
で
あ
る
た
め

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
も
送
迎
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
に

よ
り
効
率
が
悪
く
、
細
や
か
な
介
護
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
「
美
瑛
慈
光
会
」
を
実
施
主
体
と
し
て
、

今
後
将
来
に
向
け
て
効
率
の
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
市
街
地
一
極
型
か
ら
４
つ
の
生
活
圏
域
に
分

け
、
地
域
で
通
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
行
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
が
可
能
と
な
る
よ
う
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
住
民
意
見
を
深
く
反
映
さ
せ
、
ま
た
、
開
設
後
も
住
民
が

参
画
す
る
「
運
営
推
進
会
議
」
を
組
織
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
議
論
し
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
中
核

と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
地
域
の
人
口
減
少
な
ど
の
地
域
力
の
低
下
が
進
ん
で
い
る

中
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
互
い
に
寄
り
合

う
こ
と
が
で
き
る
場
所
、
昔
の
小
学
校
の
よ
う
な
地
域
の
憩

い
の
場
を
構
築
す
る
こ
と
を
重
点
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

豊浦町議会議場にて

【通年議会とは】

一口
　メモ

　会期を１年とし、その間は議会
の判断で必要に応じて会議を開
けるようにする制度です。

大原の杜2016にて
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しょう らい み す

所
轄
事
務
調
査

所
轄
事
務
調
査

Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会の所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

　７月25日に産業建設文教常任委員会、７
月26日に総務厚生常任委員会が、それぞれ
所管する事務の中から今チェックすべき施設
等を調査しました。その内容について主なも
のをお知らせします。

◇
網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用
地
の
状
況
に
つ
い
て

●
網
走
刑
務
所
所
有
の
住
吉
作
業
所
用
地
の
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
網
走
刑
務
所
職
員
の
方
等

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
用
地
面
積
は
5
0
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
過
去
に
は
作
業

所
は
最
大
70
名
程
度
が
寝
泊
ま
り
可
能
で
あ
っ
た
。

●
平
成
４
年
ま
で
職
員
及
び
収
容
者
が
作
業
を
行
っ
て
い

た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

●
町
と
し
て
は
、
今
後
利
活
用
を
進
め
て
い
く
方
向
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
住
民
が
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
様
々

な
分
野
の
体
験
・
交
流
等
が
で
き
る
よ
う
な
エ
リ
ア
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
台
風
23
号
災
害
被
災
箇
所
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

●
昨
年
の
台
風
23
号
の
被
災
復
旧
状
況
に
つ
い
て
現
地
２

箇
所
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
開
陽
地
区
は
事
業
費
6
8
9
万
円
、
新
富
地
区
は
事
業

費
3
6
0
万
円
で
ぞ
れ
ぞ
れ
復
旧
を
完
了
し
て
い
る
旨
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

◇
東
藻
琴
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
及
び
体

育
館
の
現
状
に
つ
い
て

●
昭
和
45
年
に
建
築
さ
れ
た
東
藻
琴
小
学
校
の
平
成
27
年

度
、
28
年
度
の
２
か
年
で
行
わ
れ
る
改
修
工
事
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◇
東
藻
琴
福
寿
苑
増
築
事
業
予
定
地
の
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
29
年
度
に
開
設
予
定
の
東
藻
琴
福
寿
苑
増
築
事
業

に
係
る
工
事
概
要
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
東
藻
琴

福
祉
会
の
方
々
等
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
施
設
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
30
床
の
増
床
で
、
「
木
」
の
ぬ

く
も
り
を
取
り
入
れ
た
構
造
や
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等

を
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

●
予
定
地
は
、
現
在
の
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
悠
久

の
里
」
の
東
側
を
建
設
予
定
地
と
し
て
い
る
。

◇
中
央
さ
く
ら
団
地
解
体
及
び
建
設
予
定
地
の
状
況
に
つ

い
て

●
解
体
工
事
は
、
昭
和
49
年
建
設
の
１
棟
４
戸
及
び
昭
和

50
年
建
設
の
１
棟
４
戸
で
解
体
費
は
8
5
8
万
円
で
あ
る
。

●
建
設
工
事
は
、
木
造
平
屋
２
棟
（
１
棟
２
戸
）
で
11
月

30
日
完
了
予
定
と
し
て
お
り
、
建
設
費
は
8
2
7
2
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

◇
東
藻
琴
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
武
道
場
畳
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

●
畳
1
2
8
枚
を
5
4
1

万
円
で
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

◇
女
満
別
高
等
学
校
寄
宿

舎
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
度
に
つ
い
て

は
、
6
6
2
万
円
の
委
託

費
で
運
営
し
、
入
寮
状
況

は
現
在
10
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◇
女
満
別
運
動
公
園
野
球

場
・
遊
具
・
木
道
改
修
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
野
球
場
に
つ
い
て
は
平

成
27
〜
29
年
度
に
か
け
て

工
事
を
行
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
に
遊
具
は

は
4
8
3
8
万
円
で
工
事

を
行
い
、
木
道
は
4
3
9

万
円
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
女
満
別
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
・
女
満
別
武
道
館
畳

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
３
年
建
築
の
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
屋
根
・
外
壁

等
を
2
5
5
6
万
円
で
改

◇
女
満
別
昭
和
地
区
定
住
団

地
の
宅
地
分
譲
の
状
況
に
つ

い
て

●
現
在
15
区
画
中
10
件
の
申

請
が
あ
り
、
町
内
者
は
９
件

で
町
外
者
は
１
件
と
な
っ
て

い
る
。

●
今
後
は
町
外
者
へ
の
広
報

・
周
知
を
よ
り
一
層
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。

◇
女
満
別
栄
町
定
住
団
地
の

宅
地
分
譲
の
状
況
に
つ
い
て

●
現
在
６
区
画
中
４
件
の
分

譲
で
４
件
と
も
町
内
者
で
あ

る
。

●
残
り
２
区
画
に
つ
い
て
も
、

広
報
・
周
知
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

●
分
譲
と
並
行
し
い
ろ
ん
な

利
活
用
も
今
後
検
討
し
て
は

良
い
の
で
は
な
い
か
。

◇
東
藻
琴
総
合
支
所
南
側
定

住
団
地
の
宅
地
分
譲
の
状
況

に
つ
い
て

●
現
在
５
区
画
中
３
件
の
申

請
が
あ
り
、
３
件
す
べ
て
町

内
者
で
あ
る
。

●
今
後
は
町
外
者
、
特
に
仕

事
の
通
勤
者
な
ど
へ
広
報
・

周
知
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

修
し
ま
す
。

●
武
道
館
畳
は
1
7
6
枚
を
7
2
1
万
円
で
整
備
し
て
い

ま
す
。

◇
豊
住
小
学
校
屋
外
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
状
況
に

つ
い
て

●
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
設
置
に
つ
い
て
は
、
3
8
0
万
円

で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住吉作業所用地の状況を確認しました。

東藻琴福寿苑増築事業について説明を受けまし
た。

災害被災箇所の復旧状況を確認しました。

女満別野球場改修工事の状況を確認しました。
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議
会
活
動
掲
示
板

広
報
モ
ニ
タ
ー

【女満別小学校開校100年記念式典　10／１】
　　大正６年に開校した女満別小学校の開校100年記念式典が開催され、議会を代表し近藤議長が出席

し、女満別地区教育の１世紀もの歴史を振り返り、尽力された当時の方々の功績を讃えました。また、

正門近くには記念碑も建立されました。

【行政視察来町応対（美幌町）　９／30・10／31】
　　本町の取り組みなどを視察するため美幌町議会

の皆さんが来町されました。

　　９／ 30は、「メルヘンカルチャーセンターにつ

いて」で、主に地場産品加工室などの食品加工設

備の状況などを視察するもので、当日は、町側か

ら施設担当者に同席、対応いただき、また、議会

を代表し近藤議長をはじめ、原本産業建設文教常

任委員会副委員長にて対応し、相互の意見交換なども行いました。

　　10 ／ 31は、「ボランティア支援ポイント事業について」で、ボランティアに対しそらっきーポイ
ントを付与する取り組みの状況などを視察するもので、当日は、町側から担当者に同席、対応いただ

き、また、議会を代表し近藤議長をはじめ、松田総務厚生常任委員会委員長、沢出同副委員長にて対

応し、相互の意見交換なども行いました。

【北網ブロック町議会議員研修会（美幌町）10／ 20】
　　「北網ブロック町議会議員研修会」が美幌町で開催され、本町議会から10名の議員が参加しました。

当日は「議会運営の課題と議会の活性化」という内容で、議員定数、一般質問や質疑に係るポイント、

議会運営等に係る問題点等について研修を行いました。

議 会 活 動 掲 示 板 読みやすい議会だよりを目指して
～議会広報モニターさんと意見交換～

　9月28日に開催しました、平成28年度第1回
議会広報モニター連絡会議において、下記のと
おりモニターさんから意見をいただきましたの
で、委員の回答も含めて、主なものをお知らせ

します。
　※当日は５名のモニターさんの内、４名の出
席をいただきました。

い
ま
す
が
。

　
議
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
趣
味
特
技
な
ど
を
掲
載
し
て
は

ど
う
か
。
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
っ
て
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。

　
他
の
地
区
の
議
員
が
分
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
議

員
紹
介
的
な
記
事
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
、
親
し
み
が
湧

い
て
く
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
に
は
子
ど
も
の
写
真
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
子
ど
も
の
い
る
方
の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
子
ど
も
が
載
っ
て
い
る
の
で
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
知
っ

て
い
る
子
が
い
る
と
見
る
し
、
や
っ
ぱ
り
子
供
が
写
っ
て
い

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
身
近
な
人
が
写
っ
て
い
る
と
、
興
味
を
引
く
か
と

思
い
ま
す
。
他
に
何
か
こ
ん
な
時
の
写
真
を
使
っ
た
ら
と
い

う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
と
か
で
。

　
子
ど
も
達
が
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達

の
顔
が
写
っ
て
い
る
の
も
良
い
の
で
は
。
知
ら
な
い
人
な
ん

で
す
け
れ
ど
、
す
て
き
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人

た
ち
が
元
気
が
あ
る
、
そ
う
い
う
の
も
す
ご
く
魅
力
が
あ
っ

て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
や
仕
事
し
て
い
る
様
子
を
載
せ
て
い
る
広
報
紙
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
皆
さ
ん
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
意
見
を
大
事
に

し
て
、
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

読
み
や
す
い
、
ま
た
読
ま
れ
る
よ
う
な
議
会
広
報
を
、
届
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
：

モ
ニ
タ
ー
：

委 

員 

等
：

モ
ニ
タ
ー
：

委 

員 

等
：

モ
ニ
タ
ー
：

委 

員 

等
：

　
普
段
か
ら
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
ま
す
か
。
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
円
グ
ラ
フ
な
ど

は
非
常
に
見
や
す
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
ど
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
る
。

　
全
体
的
に
見
や
す
く
興
味
を
引
く
し
、
ち
ょ
こ
っ
と
紹
介

な
ど
も
、
堅
苦
し
さ
が
な
く
良
い
の
で
は
な
い
か
。
写
真
を

載
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
吹
き
出
し
が
あ
っ
た
り
親
近
感
が

あ
っ
て
良
い
。

　
内
容
、
構
成
、
色
使
い
、
中
身
と
か
い
ろ
い
ろ
見
て
、
完

成
度
が
高
い
の
で
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
そ
ん
な
に
無
い
の
か
な
と
。
こ
の
編
集
方
法
で
続
け
れ

ば
、
良
い
も
の
が
出
来
る
と
は
思
っ
た
。
見
や
す
い
し
、
十

分
こ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
ま
で
の
モ
ニ
タ
ー
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映
で
き

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し
く
ご
覧
い
た
だ

け
る
と
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
面
が
出
て
く
る
と
思
う
。

　
議
会
だ
よ
り
な
の
で
、
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
い
う
印
象

だ
が
、
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
興
味
が
出
て
く
る
よ
う
な
の
も
良

い
。
特
に
若
い
人
達
の
目
が
向
く
よ
う
な
の
が
良
い
。

　
編
集
に
お
い
て
、
ペ
ー
ジ
や
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
そ
れ
が
可

能
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い

意
見
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
議
会
に
関
す
る
ク
イ
ズ
み
た
い
の
を
入
れ
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
み
ん
な
関
心
を
持
っ
て
見
て
く
れ
る
の
か
な
と
思

委 

員 

等
：

モ
ニ
タ
ー
：

モ
ニ
タ
ー
：

モ
ニ
タ
ー
：

委 

員 

等
：

モ
ニ
タ
ー
：

委 

員 

等
：

モ
ニ
タ
ー
：
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適正な予算執行や効率的な事業運営が行われているか
●決算審査特別委員会を設置
　　　～総額113億円の決算を審議！
●平成28年９月定例会
　◇台風7号・11号災害復旧費に1億4,240万円
●平成28年８月臨時会
　◇合宿来町費用助成関連補助金に80万円
委員会レポート

町政を問う！!　 ～９月定例会～
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14

・・・・・・・・・・・・P18

・・・・・・・・・・・・・・・・P22

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12

大 空 町 検 索

【一般質問：2名の議員が登壇】

平成28年（2016年）11月15日発行 42号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年９月 定例会

☆上地史隆議員
　○台風災害について　ほか１件
☆原本哲己議員
　○昨今の異常気象による災害・
　　被災農地の復旧・維持について

両常任委員会で所管事務調査を実施！
「町民の声」宮下 久枝さ　　んより

～高齢者の集いの場「ときめきサロン」に参加しましょう～

ちょう みん こえ
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また環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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　ときめきサロンは、平成25年度から高齢者
の方の閉じこもり予防と交流を目的として大
空町社会福祉協議会主催で毎月１回開催して
おります。
　内容は、講師を招いての健康に関する講話、
交流レクレーション等を行っております。ま
た、ボランティアの方による手づくり料理を
つくり、昼食をとっていただいて終了となり
ます。
　私も地場産食材を使った料理をつくってお
ります。参加された皆さんの笑顔で「ごちそ
うさま」の言葉に後押しされて今年で４年目

町 民 の 声
宮下　久枝 さん
（女満別大成）

大空町東藻琴392-14
☎ 0152-66-2753  FAX 0152-66-2758☎ 0152-66-2753  FAX 0152-66-2758

東陽設備有限
会社

代表取締役　児　玉　利　廣

冷暖房・空気調和換気
給排水・衛生・設計施工

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

12月定例会は、

開かれる予定です。

12月20日(火)から

になります。料理づくりに参加されたボラン
ティアさんは「楽しく料理をつくりながらお
互いに交流が図れて楽しかったよ」と笑顔で
帰られております。参加された皆さんと活動
を支えて下さるボランティアの皆さんがいて
この「ときめきサロン」があります。私も「と
きめきサロン」のおかげで元気を頂いており
ます。
　いろいろな形で参加して頂き、そこに集っ
た皆さんそれぞれが元気にときめいて輝いて
下されば大変うれしく思います。

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。




